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Über den Sex in den 60er Jahren in Japan
 
Shoji ARAKI
 
Information and Culture
 
Zusammenfassung
 
In dieser Abhandlung wird versucht darauf zu antworten,wie Sex in den60er Jahren in Japan
 
sowohl in der Literatur als auch in Filmen dargestellt wurde. Damals ging die sexuelle Revolu-
tion weltweit voran. Durch die Unterdru?ckung von sexuellen Trieben sahen die junge Leute den
 
Menschen in seiner Persoenlichkeit deformiert und hofften auf gesellschftliche Vera?nderung
 
durch sexelle Befreiung.
Vor diesem Hintergrund haben viele vortreffliche Schriftsteller und Regisseur in den 60er
 
Jahren in Japan die politisch und sexell unterdru?ckten Menschen,besonders junge Leute und nicht
 
gleichgestellte Frauen lebendig und realistisch dargestellt. Aber gleichzeitig haben die
 
traditionellen alten Meister die Vision von Sex aufrechterhalten und eincn sehr raffiniert amor-
alischen Erotisimus geshaffen.
はじめに
今から50年前の1960年代は1920年代同様活気に満ちた時代であった。世界大戦からの復興がなり、
世界中で注目すべき新人作家や新人監督が続々と登場し、従来の世界観・道徳観に異議を唱え、若者
の芸術を創造すべく、従来の文化と対する対抗文化を創造していった。日本も例外ではなかった。日
本の1960年代というと、とかく1960年の安保闘争と1968年の学園闘争という学生運動のみが注目され、
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文学や映画などの芸術分野が無視されがちであるが、文化面での革新は後の時代に学生運動以上の影
響を与えたのではなかったか。
日本の1960年代を概観してみよう。この時代は冷戦構造の中で西側にしっかり組み込まれた日本が、
「所得倍増」の掛け声のもと高度成長を遂げ、まさしく「エコノミックアニマル」へと変身する時代
でもあった。世界に先駆けて1000万都市になった東京では1964年にオリンピックが開かれ、大阪では
1970年に万国博が開かれ、日本は経済大国の誕生を世界にアピールした。オリンピックの開催された
1964年には新幹線が開通し、また海外旅行も自由化され、時代はレジャー時代に突入した。1950年代
後半に「三種の神器」（生活必需品であるとされる電化製品）とされた白黒テレビ・洗濯機・冷蔵庫は、
1960年代には頭文字をとって３Ｃと呼ばれたカラーテレビ・カー・クーラーにとって代わられ、大衆
消費社会が定着していった。ちなみに日本では白黒テレビの放送開始が1953年、カラーテレビ放送の
開始が1960年である。また1960年はテレビの視聴者が国民の過半数に達した年でもあった。
世界に目を転じると、第二次大戦後1960年代前半まではアメリカの覇権の時代であった。アメリカ
は西欧や日本を「自由主義国」として同盟を結び、ソ連に東欧統治を任せてバランス・オブ・パワー
の政治を展開し、覇権を維持した。しかしアメリカは共産主義の拡大防止策である「ドミノ理論」に
依拠し、1965年には北ベトナムを爆撃し、本格的にベトナム戦争に突入し、1975年の終結に至るまで
に約６万人の戦死者と多数の負傷者を出し（北ベトナム・解放戦線側の死者は推定227万人、南ベトナ
ム政府軍の死者は約98万人）、総額7,000億ドル（現在のレート換算）の戦費を支出して、現在に至る
までのアメリカの長期停滞の原因を自ら作ったとされる。
日本は戦後アメリカと同盟国になる道を選び、日米安保条約を結び、「軽武装商人国家」を目指し、
ドイツとともに「奇跡の経済復興」を遂げたが、一方では1960年には自民党の強行採決に憤った全学
連（全国大学自治会総連合：共産党から分離した共産主義者同盟通称ブント中心）を中心とした安保
反対運動が沸き起こり、60年代後半には70年安保改定反対を唱える「全共闘」（全学共闘会議：旧左翼
に反対する新左翼中心）やベトナム反戦を唱える「ベ平連」（ベトナムに平和を市民運動）が反米・反
帝国主義の運動を展開した。
ベトナム反戦運動は世界的な広がりを見せ1967年にはアメリカで大規模な反戦デモが行われ、1968
年にはフランスで1,000万人のゼネスト（パリ５月革命）が行われ、ドイツでも1967年から翌年にかけ
てドイツ社会主義学生同盟（自称議会外野党・略称APO）が「プラハの春」弾圧反対や大学の民主化
やベトナム反戦を唱えて「学生反乱」を主導した。こうしたニューレフトの運動は、1970年代以降、
全共闘型・市民参加型の柔軟な組織形態をとるフェミニズム運動やエコロジー運動に引き継がれてい
る。社会学者Ｉ・ウォーラーステインは1968年の運動を「分水界的事象と呼ぶべき性格のものである」
とし、この1968年革命によって「世界システム」の文化・イデオロギー側面が明確に変化したと評価
している。
こうした「反抗」「自由」を刻印された1960年代の社会情勢は、もちろん文化、特に若者文化（対抗
文化）の成立とも密接に連動していた。アメリカでは、この時代「性革命」が進行し、1960年には経
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口避妊薬が開発され、1966年はポルノの古典である「ファニー・ヒル」の出版・販売が無罪となり、
ポルノ解禁の記念すべき年となった。日本でも1960年に男女一対の人形でセックスの体位を示した謝
国権著『性生活の知恵』がベストセラーのトップとなり、同年アメリカ人の性生活の実態調査報告で
ある『キンゼイ報告書』が翻訳・出版されて「性解放」の時代が到来した。またテレビに押され斜陽
産業となった映画界では、同じ1960年に新東宝がホームドラマに飽き足らぬ若年男性を対象として「ピ
ンク映画」路線を打ち出し、1970年代の日活「ロマンポルノ」へ引き継がれていくことになる。男性
週刊誌では1964年には女性ヌードのグラビアで人気を集めた『平凡パンチ』が創刊され、これに対抗
する形で1966年に『週刊プレイボーイ』が創刊された。女性週刊誌では『週刊女性』（1957年）『女性
自身』（1958年）に続いて、1963年には『女性セブン』と『ヤングレディ』が創刊されて、若い女性に
歓迎された。また1960年には『アンネナプキン』（水に流せる生理用品）がCM に登場し、シームレス・
ストッキングが発売された。1966年には「ミニスカート旋風」が世界を席巻し、1968年にはパンティ ・ー
ストッキングが発売されている。同年にはパンタロンの流行があり、1971年にはジーンズが登場して、
女性のファッション感覚を一変させた。「戦後強くなったのは女性とストッキングだ」という棘のある
表現は、「女性の時代」の到来を快く思わない当時の男性中心社会の象徴的表現であったのだろう。
1960年代の映画好きや文学好きの若者のスターは、映画では大島渚と今村昌平、文学では大江健三
郎や野坂昭如であった。彼らの作品の中では性が最大のテーマとなっていた。性の描き方がそれ以前
とまったく異なっていたのだ。それゆえ1960年代の文化現象を分析するため、今回は文学作品と映画
作品における性の諸現象に焦点を当てたい。文化の変化は、典型的に性の描き方の変化に現れるから
である。
文学作品としては、まず純文学からは、戦後の「性」と「政治」を描くことを文学のテーマとした
大江健三郎の『セヴンティーン第一部』と『性的人間』、さらに豊富な体験から女性を描き分けた吉行
淳之介の『砂の上の植物群』、1960年代前半に執筆された華麗な「老人文学」である川端康成の『眠れ
る美女』と谷崎潤一郎の『瘋癲老人日記』、大衆文学からは社会の底辺でセックス産業に携わる人間に
深く切り込んだ野坂昭如の『エロ事師たち』と「明るい性」を描いて当時の若者に圧倒的な支持を得
た石坂洋次郎の『あいつと私』を題材とする。
1960年代の映画界は、巨匠と呼ばれた黒澤明や溝口健二や小津安二郎から、戦後に作品を発表し始
めた新人監督へ勢力分布が移る時期であった。巨匠たちは「ヒューマニズム」「戦後民主主義」「家庭
愛」「健気な女性」を描いたが、戦後民主主義・社会主義に対する失望、性の解放、戦前から変わらな
い村落共同体の再発見を経験した新人監督たちは、斜陽化しつつある映画産業の中で新しい映画文化
を創造するべく健闘した。
ここでは1960年代に映画界を担った新人監督のうち、性をテーマとした名作を次々と生み出した大
島渚監督と今村昌平監督に注目したい。松竹ヌーベルバーグと呼ばれた若手監督の代表格である大島
渚監督の映画作品の中から『青春残酷物語』『白昼の通り魔』『日本春歌考』を取り上げ、底辺に生き
る人間の性の営みを主題とした今村昌平監督の作品からは『赤い殺意』『ニッポン昆虫記』『神々の深
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き欲望』を取り上げてみたい。
１
大江健三郎は『われらの時代』（1959年）について『?われらの時代>とぼく自身』という題で、性
的なるものをテーマとして選ぶに至った創作態度について次のように解説をしている。大江自身は作
家としては「反牧歌的な現実生活の研究を行う」ことを目標とし、読者については「ぼくは読者を荒
あらしく刺激し、憤らせ、眼ざめさせ、揺さぶりたいのである。そしてこの平穏な日常生活のなかで
生きる人間の奥底の異常へとみちびきたいと思う。その手がかりとして性的なるものを方法として使
用した」と書いている。さらに「現実生活の二十世紀後半タイプの平穏なうわずみをかきたて、なめ
らかな表層をうちくずすために、性的なるものが最も有効な攪拌器あるいはドリルだと信じる」とも
いう。
『セヴンティーン』が文学雑誌『文学界』に掲載されたのは1961年のことである。同年同じ『文学
界』に『セヴンティーン第二部 政治少年死す』（現在ネットのみで見られる）が掲載された。時代は
池田首相の「所得倍増」計画によって高度成長のなかにあったが、多くの青年にとって1960年代は新
左翼運動と性の解放に特徴づけられる「政治と性の季節」であった。
『セヴンティーン』の冒頭は短文を重ねたリズム感のある現代の青春恋愛小説のような書き出しで
読者に爽快感さえもたらす文章である。「今日はおれの誕生日だった、おれは十七歳になった、セヴン
ティーンだ」。しかし唐突に作者が意識的に使うあからさま性用語が連発され読者は大江ワールドに引
き込まれる。「おれはいつも勃起しているみたいだ。勃起は好きだ。体じゅうに力が湧いてくるような
気持ちだから好きなのだ。それに勃起した性器を見るのも好きだ。おれはもういちど座りこんで体の
あちらこちらの隅に石鹼をぬりたくってから自涜した」。マスターべーションのシーンは映画の長回し
のように続く。「ああ、ああ、ああ、おれは眼をつむり、握りしめた熱く硬い性器の一瞬のこわばりと
そのなかを勢いよく噴出していく精液、おれの精液の運動をおれの掌いっぱいに感じた」。家族からも
世間からも見放され、深い孤独感のなかで、自涜＝悪徳という思いに凝り固まった自涜常習者の主人
公にとって生きることは恐怖となる。「ああ、おれのことを他人どもは、あいつは自涜常習者だ、あの
顔の色やら眼のにごりを見ろよなどといって厭らしいものでも見るように唾を吐いて見ているのだろ
う。殺してやりたい、機関銃でどいつもこいつも、みな殺しにしてやりたい」とつぶやく主人公。学
力も低下し、劣等感に悩む十七歳の主人公の自己解放の道は唯一「みな殺し」＝自己の絶対的優位とな
る。付和雷同型の左翼的社会批判の弱点を自衛隊看護婦の姉につかれ、右翼指導者の左翼「みな殺し」
のアジ演説に扇動され、主人公が右翼行動派になる場面で『セヴンティーン』は終わる。
文芸評論家の奥野健男『大江健三郎における性』で、『セヴンティーン』を評して、「ファシズムの
同性愛的、オナニズム的、サディズム的性格をセックスの面から描きだすことに成功している」とし、
「政治と性の心理的メカニズムを見事に表現した例」と結論する。
こうして『セヴンティーン』では、十七歳の主人公の生の原動力が政治と性にあることを、荒々し
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いタッチで描き、「政治と性の季節」を、「安保の季節」を鋭く描きだした1960年代の代表的作品の一
つとなった。
その名の通り、性の諸相を描いた大江の『性的人間』は、1963年に刊行された。大江はここで「常
識的社会人」に「性的人間」を対置する。あまりに政治主義的な、あまりに生産至上主義的な社会に
よって引き起こされる疎外回復のために、根源的・原始的エネルギーをもった性に着目する。
この小説では前半では主人公Ｊとその取り巻きからなる閉ざされた小世界における性の探求、後半
では、痴漢行為をめぐる青年と老人との交流が描かれる。ここでも、『セヴンティーン』同様、医学的
性用語で孤独な性が描かれている。例としてＪの妻蜜子の元恋人で、Ｊの取り巻きの一人である若い
詩人が、Ｊからの邪魔が入って蜜子とのセックスに失敗したシーンを挙げてみよう。「足を開き放尿し
ながら、ふとうつむくと、それまで眼にたまっていた涙がしたたりおちて嵩ばる性器を濡らした。か
れはそれを滑稽に感じ、微笑した。それからかれは蜜子とはまったく無関係な、孤独な欲望に取りつ
かれた。かれは酔い極度の無感覚の底にオルガスムへのわずかな手がかりをさぐりもとめながら執拗
に自涜した」。Ｊとその妻蜜子との快楽のない性行為は次のように描かれる。「蜜子は暗闇のなかでＪ
がやっと射精への坂をのぼりはじめるのを感じ、Ｊの肛門を愛撫し、そして男の子のように強い呻き
声をたててＪをはげました。水の底にあおむけになり陽に光る水面を見あげていた、子供のころの谷
川での水泳の思い出のように澄みきった冷静な気持ちで、ほんのわずかな快楽もなく」。評論家奥野の
解説にもあるように、大江のセックス描写には次のような特徴がある。「彼の小説の主人公はおのれの
肉体には愛着するが、女性の肉体を愛撫し、陶酔することはない。異性との性交は、自己に課した苦
行、つらい義務感、形而上的な観念のもとに行われる」。
後半部分は痴漢行為がテーマである。Ｊとその友人の老人が救ってやった痴漢少年は痴漢に関する
詩の構想を二人に語る。「痴漢たち、この東京に数万人をかぞえながら、きわめて孤独しかない、心貧
しくむなしく危険な熱情にみちた日常生活の闘牛士、厳粛きわまる綱渡り師たち、、、かれらはもの哀
しいほどにもいかめしい顔をして切実に滑稽に、地位やら名誉やら、ときには生命までをも露骨な危
険にさらして、徒手空拳で、ごくちっぽけな快楽のために活動する」。痴漢行為を繰り返す老人と少年
と痴漢を決意する主人公Ｊに共通する心理は、孤独と反社会性、冒険心と自己処罰である。同性愛に
よって最初の妻の自殺の原因を作ったＪは、痴漢行為の現行犯逮捕によって目的の自己処罰を果たす
場面で小説は終わる。
評論家の平野謙は、『性的人間』の解説で「一グループの性的乱交と孤独な痴漢というように主題が
ふたつに割れているのも、もともとここで性の反社会性を強調したかったからである。性の暗黒をつ
きつめていけば、性的乱交か痴漢というような反社会的なものに陥るしかない、という著者のライト
モチーフは誰の眼にも見誤ることはなかろう」と述べている。しかしオナニズムも乱交も痴漢も特定
の異性を対象としない点で、観念的な行為であることにも注目したい。この『性的人間』で大江は、
死と隣り合わせの絶対的な孤独の中で観念に生きる現代人の生き方として、性の分野における冒険と
挫折を描いて見せたといえる。
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1980年代によく用いられた中年男性と若い女性のカップルを意味する「夕暮れ族」という流行語は
吉行淳之介の『夕暮れまで』からとられたものである。吉行の読者は吉行を性に関する「通」とみな
すことも多いようである。吉行の性をテーマとした1960年代の代表的な作品の『砂の上の植物群』は
1964年に刊行された。
『砂の上の植物群』の主人公は、中年にさしかかった妻子のある孤独なセールスマンである。小説
は主人公が同級生の葬式に参列した際に、自分が若くして死んだ父親の年齢を越えたことからくる解
放感と同時に異性に対する攻撃衝動を覚えることからはじまる。ファザコンの主人公にとって死んだ
父親は「しばしば彼の人生に立塞がり、彼に命令を下し、行先を定めたり限定したりした」存在であっ
たからである。父親を否定しようとする主人公の心に突如湧きあがった「憤怒に似た感情」は生の充
実つまり性の冒険を望む感情に繫がっている。
主人公は波止場で口紅だけを濃く塗ったセーラー服の女子学生明子と出会い、定時制高校教員だっ
た自分の失職の原因となった女子高生が赤い口紅を塗っていたことを思い出し、「眼の前に大きく広
がっている赤い唇にたいして、その不可解さにたいして、凶暴な気持ちが起り、一瞬、襲いかかる姿
勢になった」。赤い口紅は、上野千鶴子が『セクシーギャルの大研究』でも指摘しているように、成熟
と誘惑のコードである。主人公伊木は女子高生明子と出会ったその日に明子に誘われ旅館で結ばれる。
彼女は肉体的には成熟しているのに処女であったという描写には60年代の処女崇拝の余韻も感じられ
る。明子は親代わりで妹に純潔を説きながら男と肉体交渉を持つ姉京子への恨みから、処女を捨てる
とともに姉への復讐を伊木に依頼する。
明子に依頼された伊木は、京子の勤めるバーへ行き、明子の依頼通り誘惑して、彼女と結ばれる。
「ひどい目に遭わせてやりたい」と思う伊木は、京子とのセックスに不思議な充実感を味わう。「津上
京子の軀が、彼の憤怒をそのまま受け入れ、苦痛の替わりに歓喜の声をあげ、やがて最後に白い涙を
流す」からである。徐々にマゾ的な性的嗜好を示す京子から距離を取るべく、縛った姉京子の前で妹
を犯す妄想ゲーム（多人数の同時性交）を考え出す伊木だが、妹明子の顔が姉と同じに見えて、失敗
する。その後京子が実の妹かもしれないという可能性が出てくると伊木は京子との近親相姦的関係に
「異常な充実」を覚えるが、それが事実ではないことが分かる。最終場面では伊木は、父の影から解
放されたことを確認して、京子に「行こう」と呼びかける。日本文学研究者関根礼二はこの「行こう」
という呼びかけを次のように解釈している。「血の同一性を確かめ合う兄妹のむせぶような充実感を期
待できない他人との関係という現実、不定形で輝きのないにぶいデカダンスに浸されたまま、果てし
なく続く性の現実の中へ降りていこう、という伊木の決意を含みとして響かせているのは明らかであ
ろう」。作家澁澤龍彦はこの最終場面の暗さを「主人公が落こんだ性の無間地獄を暗示している」とす
る。
この作品には、奥野が指摘しているように、「口紅だけを濃く塗ったセーラー服の女子学生、痴漢、
サディスティックな性の衝動、多人数の同時性交、同性愛、近親相姦」などさまざまな性の様態が描
き込まれ、孤独な中年男の性に対する想像力・願望の世界が表現されている。澁澤等多くの男性の作
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家・評論家が、この作品では性の抽象的構造が解剖学者のような眼で精確に描かれていると『砂の上
の植物群』に高い評価を与えているが、例えば富岡多恵子・上野千鶴子・小倉千加子といった女性の
作家・女性学者は、『男流文学論』でこの作品は仕掛けが粗雑な私小説、通俗小市民のささやかな冒険
小説、時代遅れの通俗小説に過ぎず、京子を怪物として描く吉行は「女性嫌悪」の塊だと酷評してい
る。この『砂の上の植物群』はファザコンの設定、クレーの絵画の取り扱い、作家の小説への突然の
登場などかなり恣意的で、成功作とはいえないかもしれないが60年代の中年小市民男性の性幻想・夢
を細部にわたって描いた点では画期的ではなかっただろうか。なおこの『砂の上の植物群』は、著者
自ら「痴漢」と告白したことから、「痴漢小説として話題を呼び、1964年のベストセラーの第12位にラ
ンクされている。この作品は中平康監督仲谷昇主演で同じ1964年に映画化されている。
２
ノーベル賞作家の川端康成も文豪谷崎潤一郎も、晩年の1960年代に老人の性を描いた名作を残して
いる。川端は1961年に『眠れる美女』を、谷崎も同年『瘋癲老人日記』を発表している。ちなみに前
者は1967年に吉村公三郎監督・田村高廣主演で、1995年に横山博人監督・原田芳雄主演で映画化され、
後者は木村恵吾監督・山村聡主演で1962年に映画化されている。また前者はドイツ人監督のヴァディ
ム・グロウナにより2005年にドイツ映画（舞台はベルリン）として制作されている。
『眠れる美女』では、老齢にさしかかった主人公江口が、相手の娼婦がすべて深く眠らされている
処女であるという特殊な老人専門の秘密の売春宿を繰り返し訪れて、５人の「眠れる美女」と一晩ず
つ過ごすといった特殊な設定がなされている。「眠れる美女」は老人にとっては玩具以上の触れること
のできない「いのちそのもの」であり「秘仏」のような存在である。ただ主人公はまだ性的不能に至っ
てない「男」であるという設定で、秘密の館のルールであるセックス禁止と主人公の屍姦的欲望との、
また処女崇拝と主人公の攻撃的性欲との緊張関係のもとで話は進行していく。また攻撃的性欲は母の
死の記憶から処女の血に触れたいという欲望と密接に結びついているとされる。こうして秘密の売春
宿は、生贄の儀式の場所となる。前出の関根はこうした事情を次のように説明している。「眠れる美女
の館は、?いのち>の処女性なり、永遠性なりとの交流を願う主人公の実験室、生贄の儀式に倣った孤
独な祭りの場となるのであり、その中で主人公は犠牲として捧げられた女たちを受け取る?王>の役
割をすすんで演じ続けるのである」。
川端はこの作品で深く眠りこんだ５人の女との交渉を丹念に描き分けている。物語は処女娼婦たち
の?いのち>との触れ合いを巡って展開するが、そこでは女体の色や形や臭い、性的欲望とインサー
ト禁止のルールの葛藤、血に対する嗜好、娼婦に触発された連想や夢が描き込まれている。第一話に
は「乳飲み子の臭い」のする女、第二話には「妖婦」のような女、第三話には「いたいたしいほど細
い」見習いの子、第四話には「あまくこすぎるにおい」のする「みごもりやすそうな」女、第五話に
は、「わきが」のにおう黒光りした野蛮な女と「やさしい色気のある」白い女が登場し、江口の孤独な
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生贄の儀式を彩る。この儀式の中でこそ孤独と死に取り囲まれた老人が、物言わぬ処女たちの永遠の
?いのち>に触れることによって、他人に邪魔されずひたすら?いのち>を燃やすことができるので
ある。
この作品は三島由紀夫の絶賛でも知られている。三島は「?眠れる美女>は、形式的完成美を保ちつ
つ、熟れすぎた果実の腐臭にも似た芳香を放つデカダンス文学の逸品である」と評価し、「その執拗綿
密な、ネクロフィリー的肉体描写は、およそ言語による観念的淫蕩の極致と云ってよい」と記してい
る。
川端康成の『眠れる美女』同様、谷崎潤一郎の『瘋癲老人日記』も「老人文学」という範疇に入る。
谷崎が独自のマゾヒズム的性文学である『瘋癲老人日記』を執筆した時は75歳を越えていた。当時谷
崎は老いに加えて、高血圧などの病に苦しみ、忍びよる死を予感していた。
この作品は日記形式で主人公と妻の「性生活の闘争」を描いた旧作の『鍵』の延長上にあるが、『鍵』
の主人公と異なり、主人公卯木督介は、高血圧と狭心症の持病をもつ、性的不能な人物である。この
作品の特徴は主人公の死の恐怖とともに病気からくる痛みが強い性的興奮と結びついている点にあ
る。督介は息子嫁で元踊り子である颯子の西洋風の見事な肉体に、とくにスラっと伸びた脚に「異常
性欲」と医者に名づけられるような執着心を抱いている。老人が風呂場で颯子の足をしゃぶる場面は
圧巻である。「イヤ、止メヨウト思ヘバ思フホド、マスマス気狂ヒノヤウニナツテシヤブツタ。死ヌ、
死ヌ、ト思ヒナガラシヤブッタ、恐怖ト、興奮ト、快感トガ、代ル代ル胸ニ突キ上ゲタ」。颯子の足は
老人のフェティシズムとともに、マゾヒズムとも関係している。督介は「颯子ノ立像ノ下ニ埋メラレ
レバ余ハ本望ダ」とし、颯子の足から仏足石を作るべく老いの執念をみせる。督介の鬼気せまる執念
はこう描かれている。「彼女ガ石ヲ蹈ミ着ケテ、?アタシハ今アノ老耄レ爺ノ骨ヲコノ地面ノ下デ蹈ン
デヰル>ト感ジル時、余ノ魂モ何処カシラ生キテヰテ、彼女ノ全身ノ重ミヲ感じ、痛サヲ感ジ、足ノ
裏ノツルツルシタ滑ラカサヲ感ジル。死ンデモ余ハ感ジテ見セル」。このような主人公の狂気すれすれ
のグロテスクなまでの性欲の描写には、谷崎の意図したブラックユーモアが溢れている。
さらに国文学研究者の東郷克美がいうように、口述筆記であるにせよ「書クコト自身ニ興味ガアル」
という日記の記述から、老人には実際の性の戯れや性的妄想より以上に、それを「書クコト」が喜び
であったということにも注目したい。東郷の「日本文学史上前人未到の老人小説」という評価も十分
うなずけるように思われる。
大江は『?われらの文学>とぼく自身』で、永井荷風や川端康成や谷崎潤一郎といった文豪の、いわ
ゆる性の「通」と呼ばれる作家を十分に意識してのことであろう、老人の文学と大江の文学は二つの
点で大きな違いがあるとしている。よく整理されているので以下に引用する。
Ａ 老人たちにとって性的なるものを表現するにあたって、直接的、具体的な性用語をさけ、い
わゆる美的な言葉で、性的なるものを暗示する、そして読者に性的な印象を喚起しようとする。
Ｂ 老人たちは、性的なるものは閉鎖的、自己完結的なひとつの行きどまりであって、それはそ
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れ自体、美的価値をもったひとつの?存在>となっている。かれらは、それを作り上げて目的
をとげる。
検閲や猥褻に関する裁判などの歴史的背景を考慮すると、大江の定義による「老人の性文学」を簡
単に否定するわけにはいかないし、川端や谷崎の性文学は現在にまで読むに耐える名作である。しか
し大江の性文学に関する方法と目的は現代文学の常識となっているように思われる。
作家・仏文学者・評論家の澁澤龍彦は、性描写における谷崎と川端の新しさについてつぎのように
指摘している。「遊びの相のもとに眺められた性は、言葉の本質的な意味におけるエロティシズムであ
るが、このエロティシズムがともすれば人間存在をほろぼす危険な、恐怖にみちた、しかも甘美な力
であり得ることを認識し、ここに脆弱な人間存在の本質を見ようとしたのは、鏡花や鷗外より後の時
代の谷崎潤一郎と川端康成である」。
また澁澤は西洋文学との比較から、谷崎や川端の文学のなかのアモラル（無道徳）を指摘している。
「日本の耽美派作家たちは、谷崎潤一郎にしても、川端康成にしても、破壊的な性を描いて完全にア
モラル（無道徳）であり、悪があたかも物のように、作品世界のなかにごろりと投げ出されているに
もかかわらず、それが誰によっても裁かれず、したがって全く目に見えないといった、西洋の文学作
品では絶対に起り得ないような奇観を呈する」。
外国文学ではあまり類を見ない、無道徳で、危険であるが甘美なエロティシズムは、川端や谷崎の
手で、最高度まで洗練されたのである。
３
「百万人の作家」と呼ばれた石坂洋二郎の『あいつと私』は1961年に、また直木賞作家の野坂昭如
の『エロ事師たちは』は1963年に発表された。石坂洋二郎作品は『青い山脈』をはじめその多くが映
画化・テレビドラマ化され、多くの若い観客の話題となった。この『あいつと私』も1961年には中平
康監督、石原裕次郎・芦川いづみ主演で（日活）、1976年には河崎義祐監督、三浦友和・壇ふみ主演で
（東宝）映画化され、テレビドラマには日本テレビ版（1967年）とフジテレビ版（1986年）がある。
野坂昭如の『エロ事師たち』は『?エロ事師たち>より人類学入門』という題で、1966年に今村昌平監
督小澤昭一・坂本スミ子主演で映画化されている。
『あいつと私』は週刊読売に連載されたもので、1961年に28回におよんだ連載が完結し、同年新潮
社から刊行された中編小説である。学生運動や東京六大学野球や夏休みの自動車旅行など当時の富裕
層の子弟の学生生活が生き生きと描かれ、学生の読者を多く獲得し、1961年のベストセラーの第13位
にランクされた。また著者は映画化を予想し、破天荒な主人公には当時最高の青春スター石原裕次郎
を想定しつつ執筆したともいわれている。
小説は有名私大文学部に通う裕福な家庭で伸び伸びと育った利発な女子大生浅田けい子が語る一人
103性とメディア
称の物語である。けい子は４人姉妹の長女で、両親や祖母やお手伝いさんと同居している女系大家族
である。現在の子供二人の核家族から比べると、大人数の大家族には若干時代の経過を感じるところ
である。またけい子が大学に通う理由は、一般教養を身につけることと婿探しであるというから現在
からみると古さが感じられる設定である。ちなみに社会学者山田昌弘によれば、見合い結婚が恋愛結
婚を上回るのが1965年ということだから、恋愛結婚を望むヒロインも新しい女の一人といえるかもし
れない。
同級生は、女性がセクシーな野溝あさ子、磯村由里子、退学して結婚する愛称バンビ、学生活動家
本村貞子、本村の友人で活動家仲間にレイプされる金森あや子で、当時の女子学生の頭が恋愛・結婚
や政治で占められていた様子が描かれる。男の同級生には、悪ぶってはいるが、実はナイーブな金持
ちの不良青年の黒川三郎がいる。
戦後の性の解放の明るい面を代表するのが、あさ子の家族の言動である。あさ子の母は、あけすけ
な性用語を使う娘に手をあげたあと、新しい時代を嘆いてみせるが、あさ子は母親の隠れた気持ちを
見抜いている。「母の口調は嘆いているようだが、じっさいの心持は、お人形のように無意志に育てら
れた自分たちに較べて、少しムキ出しになっているかも知れないが、人生や社会に関する知識をまと
もに受け入れて育っていく私たちの在り方を、母なりに肯定しているのだということがよく分かるの
だ。そして、そういう理解力のある母をもったことを、私たちは喜んでいるのである」。あさ子自身も
自らの欲望を隠してはいない。「マン・ハント（男狩り）？ 私は恥じらいの気持ちもなくその言葉を
選んだのである。それは、私たち若い女性にとっては、未来をかけた大事業なのである。いや人生そ
のものだといっていい。男を狩ろう! 私だけのために男を狩ろう! そういう叫びが、ふとした機
会に、わたしの肉体の奥ふかいところから湧いてくるのである。原野の孤独な狼の遠吠えにも似た、
もの哀しく厳粛な叫びだ、、、」。
あさ子が次第に恋心をいだく黒川三郎は、ニヒルな青年を体現し、愛に過大な期待はせず、性の解
放のいわば暗い断面を代表する。「いやあ、僕たちはかりに好きな人が出来たとしても、そんあ昔風な
まわり道はしませんよ。じかに相手にあたってみて、断られたら、三時間ぐらい煩悶したあと、ケロ
リとしてつぎの候補者にプロポーズします。結婚にも異性にも甘い夢など持ちませんから、、、」。この
ような黒川三郎の恋愛や結婚に対する虚無的な態度の原因は、母の背徳的な振る舞いがあった。有名
な美容師である三郎の母モトコは結婚生活を維持しながらも、セックスをともなう自由恋愛を楽しみ、
息子にセックス処理用の女弟子をあてがったりしている。
三郎にひそかな恋心をいだくあさ子は三郎の性的なだらしなさに我慢ができない。夏の嵐に見舞わ
れた軽井沢の別荘でのあさ子と三郎の言い争いのシーンはまさに映画的である。「汚ないかろ私に触ら
ないでよ、、、貴方なんかここで裸になって、この雨で汚れた身体を洗うといいのよ。ついでに頭の中
も、、、さあ、裸になって、そこらを一時間ばかり駆けまわってらっしゃい。途中で雷が落ちて死んで
しまえばなおいいわよ、、、貴方、不潔だわよ」。怒った三郎に強引に接吻されたあさ子はファーストキ
スだけにショックを受けるが、侮辱に対する返答以外の何も意味しないという女友達の説得を聞き入
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れる。物語はあさ子のすっきりした反省で終わる。「私が黒川三郎と接吻したのは、母親のセックスの
実験の結果としてこの世に送り出された彼の肉体に不足しているヒューマンな魂を、口うつしに彼に
吹きこんでやるためだったと」。
男狩りを叫ぶあさ子は今では少なくない「肉食系女子」のはしりであろうか、明るく人生に挑戦す
る戦後の女性像を代表している。ただ『あいつと私』で一番興味深いのは、あいつ＝三郎でも私＝あ
さ子でもなく、あさ子たちより時代の先を走っている三郎の母モトコである。人一倍仕事もでき、婚
外自由恋愛も人一倍楽しむモトコの姿は理想の女性像であろうか、堕落した女性像であろうか。石坂
はこの作品で、「女を買う」三郎に代表される旧式のセックス観、恋愛結婚と性を結びつけるあさ子に
代表される戦後のセックス観、モトコに代表される一夫一婦制にとらわれないセックス観を描き、若
い読者に考える材料を提供している。
石坂は『?光る海>のねらい』で語ったセックス観は、『あいつと私』にも共通しているように思わ
れる。「戦前、セックスの問題は、儒教や仏教にあやまって影響され、陽のあたらない、暗い陰湿な社
会のかたすみの地層に押しこめられていた。平安朝以後、明治の後期に至るまで、日本にまともな恋
愛小説が現れなかったのは、セックスの問題をおおやけにとり扱うことがタブーとなっていたからで
あろう。（中略）ところで、セックスの問題は、個人生活の上でも社会生活の上でも、きわめて大切な
ものであり、新しい人づくり・国づくりを目ざしている私共としては、それが長い間押しこめられて
いた陰湿な地帯から、太陽の光がいっぱいあふれた、風通しのいい世界に一度は思い切って解放して
やらなければと思う」。
この石坂の主張は、いささか大雑把過ぎ、教育臭に辟易するところもあり、性にまつわる狂気的な
側面がネグレクトされているが、親の世代を徐々に乗り越えて、「欲望」に忠実な、「自立した」生活
態度を目指していた1960年代の若い世代にむけて一定のアピール効果をもったことも確かであろう。
この『あいつと私』でも、元教師の石坂は教師の目で、性的に解放されつつある若い学生たちの理想
像を描くことによって、若者の心をとらえた。1960年代の若者は石坂作品を「教科書」として読んで
いたと思われる。現在はいささか時代遅れの感もある恋愛と結婚と生殖が密接に結びついた恋愛結婚
イデオロギーが、当時は旧式の差別的な男女関係を破壊する進歩的な考えであったことも、この作品
から窺われる。
社会の底辺で蠢くセックス産業の仕事人たちの姿を描いた『エロ事師たち』は、三島由紀夫や吉行
淳之介に絶賛され、野坂昭如はセンセーショナルなデビューを飾った。三島は、この小説を評して、
「醜悪無慚な無頼の小説であり、それでゐて塵埃捨場の真昼の空のやうに明るく、お偉ら方が鼻をつ
まんで避けてとほるやうな小説」とし、「世にもすさまじい小説」と激賞し、吉行は、「後世に残る傑
作」とし、「作者の人間を見る冷たい視線が、そのまま人間を慈しみぶかくすくい上げていることも稀
有であり、作者の眼がういういしさと大人の円熟を兼ね備えているのも稀有なことである」と高い評
価を与えている。
三島や吉行が、この作品を「人間通」の作品としているのは、この作品が人間の最も深い欲望の一
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つである性欲にしっかりと焦点を当てたうえで、性欲が実は夢・幻想にすぎないことを活写している
点にあるように思われる。主人公スブやんの次の台詞には、強引なこじつけの中にも無視できないリ
アリティに溢れている。「まあフィルムもええし、エロ本もよろこばれる。そやけどエロ事師の本領は
なんというても女やで。男どもはな、別にどうにもたまらんようになって浮気しはるんとちゃうんや。
みんな女房もっとる、そやけどその女房では果しえん夢、せつない願いを胸に秘めて、もっと違う女、
これが女やという女を求めはんのや。実際そんな女、この世にいてへん。いてへんが、いてるような
錯覚を与えるのが、わいらの義務ちゅうもんや。（中略） 金ももうけさしてもらうが、えげつない真
似もするけんど、目的は男の救済にあるねん、これがエロ事師の道、エロ道とでもいうのかなあ」。
澁澤龍彦は、『エロ事師たち』はポルノ文学を越えた文学作品であるとし、ポルノ文学との差異を次
のように説明する。「猥雑とか卑俗といっても、大方の春本には、ここ見られるような徹底した猥雑ぶ
りの貫徹、しばしば現実をゆがめるかとおもわれるばかりな、とことんまでの卑俗さの追求は決して
見られないのである」。それでは文学作品である所以はどこにあるのか。澁澤は醜悪な現実における人
間の描写にあるとする。「しかも、それはリアリズムの描写では全くなくて、独特なリズムのある一種
の語りによって進められており、現実の醜悪悲惨が強調されればされるほど、そこにうごめく人間ど
もの言動の、何やらあっけらかんとした明るさや、また動物的な悲しみが、対照的に浮かび上がって
くる仕組みになっている」。
またこの作品全体に性に関するブラックユーモアが満ち溢れている点も作品の魅力となっている。
スブやんが、内縁の妻の娘を犯そうとしてインポになったり、エロ本作者でオナニストのカキヤがオ
ナニーのやり過ぎで死んだり、女嫌いのオナニストの美青年のカポーがダッチ・ワイフに惚れ込んだ
りで、辛辣に「性のアイロニー」が書き込まれている点にも注目したい。「男の救済」と称して、エロ
本・エロ写真・エロテープの販売に励み、処女屋（処女を詐称する娼婦の置き屋）をとおしての売春
斡旋、ブルー・フィルムの製作・上映、乱交パーティーの企画・実施とセックス商売に勤しむエロ事
師には「男の救済」はないのである。
文芸評論家の川村湊は『?性>をめぐる現代文学の冒険』で、『エロ事師たち』の執筆動機を次のよ
うに推測している。「野坂が『エロ事師たち』を書いたのは、こうした?古典的な>ポルノ商品製造の
業界が、新手のより産業化したサブ・カルチャーによって蚕食されるという事態を見ていたからだろ
う。この作品でスブやんやカキヤなどの?エロ事師たち>は、いわば伝統的な職人芸に生きる人々で
あって、そこでは日常的な?性>を芸術化、技能化することによって、単なる性（セックス）と性表
現（エロティシズム）とを区分しようとしたのである」。
川村によれば、『エロ事師たち』の背景となっているセックス業界では、高度成長の華やかな時代で
あった60年代後半から70年代にかけては、梶山季之、宇野鴻一郎、川上宗薫、富島健夫などを代表作
家とする「官能小説」が全盛期を迎えた、70年代以降はポルノ映画やアダルト・ビデオや写真集など、
より露出度の高い映像表現が主流となったとある。同時に純文学でも、ポルノ的な性描写が取り入れ
られ、古井由吉から村上春樹や村上龍や中上健二に至るまで、現代文学では過激な性描写が欠かせな
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い要素となったことは周知の事実である。
４
1960年代に先立つ1950年代は日本映画の黄金時代であった。黒澤明、小津安二郎、溝口健二らの巨
匠といわれる映画監督が世界的名声を博し、松竹、東宝、大映、新東宝、東映の５つの映画会社が次々
と名作を生みだした。1958年には、映画館入場者数が実に11億2,700万人に達した。観客数はその後急
激に減少し、1963年には半分以下の５億1,100万人となった。映画の製作数を見ると1960年の547本が
最高で、その後急激に減少する。
映画産業斜陽化の原因はテレビの普及だった。日本では1953年にNHKと日本テレビ放送の２局白
黒テレビ放送が開始され、1958年にはNHK教育テレビと讀賣テレビが開局し、翌年は日本教育テレ
ビ（現テレビ朝日）と毎日放送とフジテレビが開局した。同じ1959年に挙行された皇太子の結婚式の
実況中継はテレビの普及を大いに促進し、街頭テレビの前には黒山の人だかりができた。カラーテレ
ビの放送が日本で開始されたのはアメリカに遅れること７年の1960年のことであった。
1960年代の映画産業を見ると、もちろん巨匠たちの活躍もあったが、優秀な新人監督も次々と登場
し、彼らの作品が有名監督の作品を押しのけて定評のあるシネマ旬報のベストテンにランクされるこ
とも多くなり、新旧交代の時代を印象づけた。篠田正浩や吉田喜重、羽仁進や勅使河原宏といった新
進監督の活躍もあったが、彼らの先頭に立っていたのが大島渚と今村昌平であったといえるだろう。
1959年に松竹の『愛と希望の街』でデビューした大島渚は、翌1960年には『青春残酷物語』『太陽の
墓場』『日本の夜と霧』といった問題作を監督し、篠田正浩や吉田喜重とともに「松竹ヌーベルバーグ」
とよばれることとなる。しかし全編政治的討論に終始する問題作『日本の夜と霧』で、上層部と対立
し、1961年には松竹を去ることとなる。同年独立プロ創造社を結成し、『飼育』を撮り、以後『白昼の
通り魔』（1965年）『日本春歌考』（1967年）『絞死刑』（1965年）といった問題作を次々と世に送り出し
た。
1960年に撮られた『青春残酷物語』は、石原慎太郎の『太陽の季節』からブームの起こった太陽族
を主体的にとらえ直し、青年たちの既成道徳への反抗というモチーフをより過激に描いたもので大
ヒット作となった作品である。『青春残酷物語』以前にも太陽族の青年の性と暴力を描いた作品に古川
卓巳監督の『太陽の季節』や中平康監督の『狂った果実』や市川崑監督の『処刑の部屋』などの「太
陽族映画」があった。大島も「これらの作品は公然と性と暴力のモチーフを邦画に持ち込んだこと、
映画の影響をめぐって映倫が突き上げられ、表現のモラル論争が起こったことを」を高く評価しなが
らも、新世代の価値観がポピュラーになると作品は衝撃力を失ってしまうことになるので、「作家は?主
体>意識をもってこの人物たちを批評的にとらえ返し、内発的なテーマに基づく一つの世界を描き出
さねばならない」とする。大島の出した図式は、欲望のまま生きる主人公の大学生の真琴と清のペア
に対し、学生運動に挫折し、全てを世の中のせいにして被害者意識の塊となって爛れた性関係を続け
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る由紀と秋元の元恋人のペアを配置したものである。金持ちの中年男相手に真琴は清と美人局をやり
暴力をふるって金を巻き上げたり、同棲してみたり欲望の赴くままの生活をする。また清には真琴以
外にも金持ちのマダムと関係して、真琴の堕胎の費用を出させたり、脅迫で捕まった時も警察から出
して貰ったりする。最後のシーンは真琴と清の死に顔を映すショッキングな場面で、特に印象的だ。
映画評論家樋口尚文は、従来の「太陽族映画」に対する『青春残酷物語』の優位性を、「人物たちへの
批評性を獲得するための入念な設定づくり」と、各シーンで密に圧縮されたイメージを作り出してい
る「暗い油絵」を目指したカメラワークに求めている。
大島は、松竹退社後、みずから創造社を結成し、1961年には『飼育』、翌年には『天草四郎時貞』撮
り、３年半のブランクの後1965年に『悦楽』『ユンポギの日記』を世に問い、2,000近いショットを集
めたことで有名な問題作『白昼の通り魔』を発表したのは1966年のことであった。
この作品は武田泰淳の同名の原作を映画化したものである。舞台は閉鎖的な農村である。しかし村
では進歩的な共同農場の計画が進んでいる。計画の中心は戦後民主主義の申し子である美人中学教師
マツ子とマツ子に魅かれている村長の息子源治である。一方貧困と差別に苦しむ小作人の英助とシノ
はマツ子の説く理想主義を馬鹿にしている。
事件の発端は洪水による共同農場の崩壊である。共同農場構想が挫折すると、展望をなくした源治
は親の後を継いで村会議員になる決心をする。転向したことでマツ子に拒絶された源治は、借金の肩
代わりと引き換えに貧しいシノと結ばれる。源治の行動に自尊心を傷つけられ動揺する憧れのマツ子
に英助はちょっかいを出そうとするが最後のところで拒絶され、「偽善者め」と捨て台詞を残して去る。
共同農場の豚を盗んだことで、源治に侮辱され殴られたことのある英助は、マツ子に拒絶され絶望し
た源治とシノの心中場所に居合わせ、源治の死体の前で失神状態のシノを強姦して、倒錯的な解放感
を味わう。マツ子も同じやり方で強姦する。英助は、セックスの相手の女性の視線は羞恥心を起こさ
せるので、失神させてからセックスするのである。マツ子との不毛な結婚の後も英助は、金持ちの女
たちを次々失神させて強姦する。マツ子の通報で英助は逮捕される。シノとマツ子は心中を図るが、
またもシノだけが生き延び、マツ子を担いで村へ帰る。
一貫して戦後民主主義の不毛を主張する大島は、この作品でも連続強姦魔を通して自らの主張を繰
り返している。つまり戦後民主主義は、結局貧困や抑圧や差別に苦しむ人々を救済できなかったから、
抑圧に苦しむ人々から犯罪・暴力が生まれてくるのだと。映画評論家樋口尚文は「戦後民主主義が見
かけ倒しに終わった後、それに何も救済されなかった貧困のなかから、アナーキーでおぞましい怨念
や暴力が立ち上がる過程を『白昼の通り魔』はごく煮詰められた形で描ききっている」とし、「そんな
啓蒙的で無力な?視線>への怨念が生んだ?化けもの>が?白昼の通り魔>なのであって、彼はまさ
にその?視線>を抹殺することによってのみ解放され得るのであり、ここにおいて戦後民主主義の敗
北と屍姦常習犯の誕生とを結ぶ奇想天外なドラマが成就するのであった」と分析している。大島はこ
こで強姦魔の誕生の原因を、女性の視線に代表される戦後民主主義イデオロギーへの恐れと軽蔑に求
めているようである。戦後も温存された不平等社会では、最下層の人々の自由への願望は、しばしば
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性的暴力という形をとるのである。
1967年に創造社プロデュースの『日本春歌考』も、『白昼の通り魔』同様「性と政治」を巡って話は
展開する。建国記念日は戦前の紀元節の復活にあたるとして、建国記念日反対のデモが「黒い日の丸」
を掲げて東京中で行われるなか、高校生たちが教師の大竹に付き添われて受験のため前橋から上京す
る。男子高校生は全員童貞で、試験場で見かけた女子受験生469番に受験場で犯したいという性的妄想
を抱く。受験後に大竹は高校生を連れて酒場へ行き、軍歌や労働歌が歌われる中、抑圧された人民の
真の歌は春歌であると宣言し、酔った勢いで春歌を歌う。深酒をした大竹はガス中毒で死ぬが、ガス
のにおいに気付いた受験生中村は教師を助けようともしない。大竹の通夜でも、革命歌が歌われるが、
高校生たちは春歌を歌い顰蹙を買う。その後中村は死んだ大竹の長年のガールフレンドの高子を、春
歌を歌いながら犯す。中村と同じ高校で在日朝鮮人の女子高生金田は、女子受験生469番の庭で開かれ
たフォーク集会で朝鮮人娼婦の春歌「雨ショポ」の歌を歌い顰蹙を買い、参加者から強姦される。最
後は無人の大学の教室で、高子が「騎馬民族説」を説明し、日本の国家と天皇の起源は朝鮮であると
講義する中、講義を無視して高校生たちは、自ら空想の実現を求める女子受験生469番とかわるがわる
セックスし、最後に中村が首を絞めて殺して、突然映画は終わる。
高校生たちはインターナショナルを歌いながら過去を懐かしむばかりのふやけた元左翼や、反戦
フォークを歌いながら民族差別には不感症の若者の反戦団体をすべて否定する。受験制度に抑圧され
た高校生たちは、受験制度の象徴である大学の教室で、春歌を歌いながら、憧れの女子受験生とセッ
クスするという夢を実現する。『日本春歌考』は、春歌を既成左翼から現左翼まで、国家から天皇制ま
で、あらゆる抑圧を粉砕する象徴とした、「異形の傑作」といえようか。
大島より１年早く1958年に『盗まれた欲情』でデビューした今村昌平はいわゆる「焼け跡派」で、
終戦後の混乱状態の中で、食欲と性欲に生きる庶民たちの姿が今村の映画の原点にあるように思われ
る。今村は好んで「下層社会」と下層社会でたくましく生きる女性をリアリスティックに描いた。
すでに『果てしなき欲望』（1958年）『にあんちゃん』（1959年）『豚と軍艦』（1961年）を撮り注目
されていた今村が、『にっぽん昆虫記』を監督したのは1963年のことであった。今村はこの作品で、民
衆の真の姿を描くべく、決して権力をもつことのない点で民衆の中の民衆である女性を主人公とした。
冒頭の蟻を描いたシーンは、地べたに這いつくばって生きている昆虫のような人間を善悪抜きでリア
ルに描くという今村からのメッセージであろう。
映画は、東北の寒村で精神薄弱の父忠次と淫乱な母えんの娘として生まれた松木とめが女主人公で
ある。母は誰とでも寝る女なのでとめの実際の父はわからないが、忠次ととめは夫婦のように暮らす。
その後製糸工場勤めをしていたとめは呼び戻され地主の三男と「足入れ婚」の形で無理やり結婚させ
られ娘信子を生む。彼女は信子を故郷に残して、東京へ出て女中仕事をした後、娼婦となる。やがて
問屋の主人の妾となって売春斡旋業を始めるが、裏切りにあって逮捕される。刑務所から出たトメは、
パトロンからは相手にもされず、成長した信子がそのパトロンから体と引き換えに金を受け取ったこ
とを知ってしまう。娘も結婚の前に妊娠してしまう。
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この映画では、母えんが情夫と戯れるシーン、とめを溺愛する精神薄弱の父が信子を生んで乳が張
るトメの乳を吸うシーン、娘信子の恋人である青年が信子の胸に顔をうずめる最後のシーンなど女性
の肉体が、善悪を越えてたくましく生きる人間のシンボルとなっている。また時折挿入されるとめの
へたな短歌が、効果的にユーモアを醸し出している面も見逃せない。さらに今村はこの作品を撮影す
る際オールロケを敢行し、ワイヤレスマイクを使用して、よりリアルな映像を追求した点も見逃せな
い。こうして下層社会と性のもつパワーが、この作品に溢れている。
吉行淳之介も『小説現代』で、『にっぽん昆虫記』に言及し、「一見猥雑な場面でも、エネルギーが
充満していて、その猥雑感を吹き飛ばしている」とし、「場面々々のイメージが、一見糞リアリズム風
でありながら、奇妙な新鮮さがある」と高評価を下している。この作品は、観客動員数200万人、興行
収入５億円に達する大ヒット作品となり、ブルーリボン賞始め多くの賞を総なめにした。また主演の
左幸子は日本人で初めて、ベルリン映画祭主演女優賞を受賞した。芸術性と娯楽性をともに備えたこ
の作品で、今村監督は当時「芸術作品で、しかも売れる監督」といわれた。
1964年に『にっぽん昆虫記』と同じたくましい女を主人公にして、藤原審爾の同名の原作に基づい
て撮影された作品が『赤い殺意』である。なお『赤い殺意』は今村監督による映画化ばかりではなく、
1966年には八木昌子主演のTBSでテレビドラマ化され、1975年には市原悦子主演のTBS「花王 愛
の劇場」で、1991年には片山由香主演フジテレビ「妻たちの劇場」で放映された。
舞台はまたしても今村が好んで使う東北の地方都市である。主人公貞子は、大学の図書館員吏一の
妻で、無知で鈍重で美人とはいえないが、グラマーで生活力に溢れた女性である。ある日夫の出張中
に、薬代欲しさに物盗りに入った元ジャズマンに暴行され気を失って強姦される。自殺を考える貞子
は、しかし息子勝の姿を見て思いとどまる。しかしまた強盗が現れ、乱暴をしたあと「優しくしてく
れ」と貞子に哀願する。夫に告白しようとするが夫はなにも気づいていない。しかし夫の吏一が愛人
の図書館員の義子から妻の浮気を知らされると、隣の大学生と妻の仲を疑い、妻を責め立てたり大学
生宅に怒鳴りこんだりする。貞子は妊娠に気づくと、強盗の平岡は自分の子供だと執拗にせまる。そ
んな時吏一の父の葬式で貞子は妾腹の子供で、戸籍上は吏一の妻ではないことを知ってショックを受
ける。貞子は意を決して金を持って強姦魔と別れ話に行くが、心臓の弱い平岡の弱々しい表情に負け
て、宿で床を共にする。しかし貞子は平岡を殺す決心をして農薬入りのジュースを用意し、吏一の出
張中、上野行きの列車に平岡と乗りこむ。しかし途中で列車が止まったので、歩いて外に出たが、雪
のトンネルの中で平岡は息絶えた。貞子たちの密会を駅からつけてきた義子は全てをカメラにおさめ
るが、帰りの駅前で車にはねられ絶命する。吏一は現像した義子の写した写真を見せて貞子を責め立
てるが、「この写真はわたしではないけど、わたしだったらどうするんです」という貞子の一言で立場
は逆転する。電気編み物機で編み物をする貞子の平凡な主婦の姿を映して映画は終わる。
最後のシーンは、無知で鈍重な貞子が、たくましい落ち着いた女へ変身したことを鮮やかに描いた
シーンである。妾腹の子であるがゆえに、正式の結婚も許されない最下層の女が、強姦事件を契機に、
自信を持ったたくましい女に変わっていく姿を描いて、今村は性道徳に左右されない庶民の真の姿を
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描こうとした。今村自身の言葉によれば「肉体の表層は犯されても、奥深い核は決して破られはせぬ
という自分を発見することで、小官吏で暴君の亭主と自分、彼女を一人前の人間と認めない姑と自分
の立場をじわじわと逆転させてしまう女」を描きたかったのである。映画評論家佐藤忠夫はこの作品
に対して「庶民の図太い生命力を描いた作品として類のない高さに達しており、土俗的な庶民映画の
頂点をなす作品」と絶賛している。
『にっぽん昆虫記』と『赤い殺意』で、社会の最底辺でたくましく生きる女性の根源的な生命力を
描いた後、今井はさらに日本の基層社会を探究すべく、舞台を南方の離島（架空のクラゲ島）に移し、
兄妹の近親相姦と島の近代化に焦点を合わせた『神々の深き欲望』を1968年に発表した。今村のこの
初めてのカラー作品は、石垣島で撮影された。この大作ではストーリーの魅力もさることながら、物
語の展開に応じて、島の風俗習慣や南方的な動植物さらに南海の落日などの壮大な風景がカメラにお
さめられ、1968年シネマ旬報第１位にランクされた。
物語は神話的で閉鎖的な共同体が、近代化＝開発の波を被って崩壊していく姿を描いていく。冒頭
シーンは乞食芸人が蛇皮線を弾きながら、兄妹神による島の創世神話を語る場面で主人公根吉とウマ
の近親相姦を暗示している。根吉の妹トリ子は、祖父と母の近親相姦から白痴という設定である。根
吉の家系は代々巫女を出す家系で、ウマもトリ子も巫女であるが、祖父の父娘相姦でケダモノ一家と
呼ばれ差別の対象ともなっている。根吉も、その不品行のゆえに神田に赤い大岩が打ち上げられたと
いうことで、岩の撤去作業にシジフォスの神話のように長年従事している。ウマもこころならずも区
長竜の妾になった。根吉の息子亀太郎は島からの脱出を夢見ている。
島に製糖会社の技師刈谷がきて、亀太郎を助手に使って水源調査をするが、村人の妨害やトリ子の
セックスの捕虜となって、一時島の住民になることを決心するが、会社の帰還命令と竜の説得で東京
に帰る。竜は根吉に立ち退きを迫る。豊年祈願祭の折り、竜が腹上死したのをきっかけに、新しい出
発をすべく根吉はウマと、ニワトリなどを積んだノアの方舟よろしく船で島を出るが、仮面を被り亀
太郎も加えた村人たちに海上で追いつかれ、櫂で撲殺されウマは帆柱に縛られる。最終場面は技師が
観光開発なった島へ妻と訪れ、島へ帰還した亀太郎の運転する観光列車のなかでトリ子岩の由来を聞
いていると、沖にウマが帆柱に縛られた赤い帆の船が現れる場面である。
今村は、南の島の神について調査し、奄美諸島や沖縄さらにはアジア全体に分布する神、すなわち
兄が妹を神とする「おなり神」の考えに興味を示したという。『神々の深き欲望』に登場するウマとト
リ子の巫女の姉妹は古い共同体の司祭である「おなり神」であろう。近代化のために村人は、共同体
の要＝「親和力」の源である姉娘を惨殺した。佐藤忠男は今村の映画の中の女性について次のように
解説している。「今村昌平の映画は、巫女的な女の幻影を限りなく慕い、同時に、そういう女の幻影に
戦慄するのである。それは、巫女的な女というものが、われわれの社会の近代化の過程で強引に踏み
にじられてきたようなさまざまな集約的なイメージとしてそこに立ち現れるからであろう」。今村はこ
の作品で、社会の最下層で差別や暴力に屈することなく、性を武器にして社会を生き抜く女性の原型
を南島の巫女に求めた。しかし今村は同時に近代化によって巫女の支配する神話的社会は崩壊し、巫
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女は滅亡せざるを得ないことを描き、巫女的存在は現実には存在しない幻であることを映像で描いて
みせた。
ま と め
今村昌平は、『赤い殺意』の強姦魔はアメリカ、貞子は日本であるという。そうすればこの作品は「戦
中戦後、アメリカに強姦された日本を画くという甚だしい冒険を、一人の愚かな主婦とその家に毎々
押し寄せる心臓病の強盗とを主人公として描いた作品」ということになる。
今村は、自分に大きな影響を与えた文学作品として坂口安吾の『堕落論』を挙げている。安吾は、
誤った純潔思想からの脱却を説き、国家も民族も家も頼りにはならない。頼れるのは自分のみ、自分
の肉体のみと主張した。今村は、敗戦日本と重ね合わせて、強姦されることによって人間はより合理
的な存在になると主張した。混乱の時代に実力で生きるしかなかった下層の女は性を武器として生き
抜くほかなかった。しかしいかなる屈辱を受けても人間を屈服させることはできないという今村の主
張は『にっぽん昆虫記』でも『赤い殺意』でも一貫している。性と社会の基層のテーマを追求した今
村は『神々の深き欲望』で、巫女の支配する神話的社会へ到達する。しかし物語では一切の性的タブー
もない神話的世界は開発という近代化によって崩壊する。親和性を特徴とする女性原理の支配する神
話的社会から合理性を特徴とする男性原理の支配する近代社会への移行は必然なのである。こうした
形で今村の作品では性と政治は交錯する。
大島渚作品では性と政治の関係はより密接である。元京都府学連委員長の大島は『白昼の通り魔』
でも『日本春歌考』でも、一方には左翼崩れの元恋人や旧左翼を代表する中学教師マツ子やまた高校
教師とその恋人高子を配置し、もう一方には性道徳に必死に反抗する若い恋人たちや差別され抑圧さ
れた農民である英助やシノ、さらに性的な欲望を抑圧された高校生を配置し、性が自由や人間と人間
を結ぶ根源的欲望であることを示している。
すでに述べたように大江健三郎の『セヴンティーン』では、自涜常習者の17才の少年が成績重視の
学校や左翼風潮の級友への反発から、右翼テロリストへ変身していく過程が描かれている。性的な欲
求不満が政治的な欲求不満と連動するところに「政治の季節」であり、性が表舞台に登場した1960年
代の文化の特徴が表れている。
恋愛と結婚と生殖の三位一体を謳う恋愛結婚イデオロギーが普及・衰退するのが、戦後日本の社会
実態である。戦後の青年男女に恋愛結婚イデオロギーを吹き込んだ、恋愛結婚イデオロギーのイデオ
ロークが石坂洋二郎である。早くも1947年に田舎町の男女交際を題材とし、後に映画も大ヒットした
『青い山脈』を朝日新聞に連載し、戦後民主主義の功労者ともいわれる石坂は1960年代には『あいつ
と私』や『光る海』を発表し、愛と性が密接に結びついた形で、恋愛し結婚する青春群像を描いた。
石坂の主張は生の賛美と結びついた明るい性の肯定である。
一方大江の『性的人間』や吉行の『砂の上の植物群』には、愛のない性行為や痴漢行為やSM プレー
112 荒 木 詳 二
が描かれ愛と性の分離、恋愛結婚イデオロギーとは無縁の性現象が描かれている。従来の性道徳から
逸脱した性の描写は、性が幻想＝エロティシズムであることを示している。ここでは性道徳からの逸
脱そのものが冒険となる。また様々な性的嗜好は性的生活の刺激になるのである。大江や吉行の文学
は我々の日常生活では隠された性的幻想が表現されている。ただ男性作家の描く幻想の女性像は、女
性から見ればしばしばおぞましい怪物でもあるという批判にも耳を傾けなければならない。セックス
産業を題材とした野坂の『エロ事師たち』も、男の性的幻想に奉仕する男たちを描いている。ブル ・ー
フィルムの制作・上映やエロ本販売やにせ処女の斡旋や乱交パーティーの企画し、性の商品化に勤し
むエロ事師たちの明るさと空しさも同時に描かれる。
1960年代は文豪谷崎や川端のエロティシズムの最後の花が開いた時期でもあった。1962年に発表さ
れた谷崎の『瘋癲老人日記』も川端の『眠れる美女』もともに老人の性を描いた「老人文学」である。
若い女との本格的な性交渉はほぼ不可能であり、死を自覚した老人を主人公に配置した老人文学でも
性が観念であるかぎり、若い女体は老人の性を刺激してやまない。『瘋癲老人日記』に描かれた元ダン
サーの息子嫁の足に対するフェティシズム、『眠れる美女』に描かれた擬似屍姦は世界に類を見ない老
人の危険なエロティシズムの最高の到達点であろう。
1960年代は「性と政治の季節」でもあった。性的な抑圧と政治的抑圧の密接な結びつきが文学でも
映画でも描かれた。また性の幻想性・観念性が強調され、既存の性道徳からの逸脱が性の冒険とされ、
読者・観客を刺激した。若者の文学では、恋愛や結婚と結びついた「明るい性」が描かれる一方、死
と隣り合わせの老人が主人公の「老人文学」では、文豪たちが危険な香りのするエロティシズムをみ
ごとに表現した。
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